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港
新
聞
６
面

０
６
１
５
０
６

口

藤

口

井

井

約
三
〇

の
ほ
ぼ
立
方
体（
大

き
な
サ
イ
コ
ロ
状
）。
花
田
さ

ん
の
仕
事
は
、
そ
の
三
つ
の
面

の
各
中
央
か
ら
、
燃
料
の
通
り

道
と
な
る
直
径
十
二

三

の

穴
を
開
け
、
そ
の

坑
道

を

中
央
で
ぴ
っ
た
り
合
流
・
交
差

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

◆
事
情
知
ら
さ
れ
ず
開
始

材
料
に
予
備
は
あ
り
ま
せ

ん
。失
敗
す
れ
ば
巨
額（
九
十
八

万
円
）
の
弁
償
が
待
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
加
工
賃
は
十
五
万

円
弱
。

失
敗
時
の
リ
ス
ク
を

考
え
た
ら
今
で
も
ゾ
ッ
と
す
る

わ
。
も
っ
とぎ

仰ょ
う

山さ
ん

も
ろ
と
っ
て

も
良
か
っ
た
な

と
振
り
返
り

ま
す
が
、
当
時
は

国
家
機
密

と
か
で
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
か
ら
の
注
文
を
仲
介
し
た

業
者
か
ら
詳
し
い
事
情
は
知
ら

さ
れ
ず
、

そ
れ
が
却か

え

っ
て
良

か
っ
た
の
か
も
と
笑
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
工
期
は
わ
ず
か

三
日
。
提
供
さ
れ
た
設
計
図
に

基
づ
い
て
の
加
工
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ド
リ
ル
、
旋
盤
を
使
っ

て
の
穴
開あ

け
と
研
磨
は
慎
重
に

慎
重
を
期
し
ま
し
た
。
寸
法
や

角
度
の
正
確
さ
だ
け
で
な
く
、

加
工
面
が
超
滑な

め

ら
か
で
あ
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

◆
厳
し
い
検
査
に
も
合
格

完
成
後
の
検
査
は
厳
格
を
極

め
ま
し
た
。
寸
法
チ
ェ
ッ
ク
は

も
ち
ろ
ん
、
他
の
部
品
と
の
接

合
具
合
の
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
し
て

加
工
に
よ
る
損
傷
や
ひ
び
割
れ

な
ど
が
な
い
か
を
調
べ
る
カ
ラ

ー
チ
ェ
ッ
ク

。
そ
の
ど
れ
に

も
合
格
し
、
晴
れ
て
納
品
で
き

た
の
で
す
が
、そ
の
時
初
め
て
、

こ
の
部
品
の
使
用
目
的
や
材
料

の
金
属
名
、
そ
し
て
発
射
時
の

超
高
熱
状
態
や
振
動
数
（
毎
秒

六
十
回
！
）な
ど
を
教
え
ら
れ
、

手
掛
け
た
仕
事
の
重
大
さ
に
目

を
丸
く
し
た
そ
う
で
す
。

（
つ
づ
く
）

鉄
工
業
者
が
港
区
に
い
た
は
る

で
と
の
読
者
の
一
報
を
受
け
、

波
除
二
丁
目
の
花は

な

田だ

工
作
所

を
訪
ね
ま
し
た
。

港
区
の
ど
こ
で
も
見
か
け
る

小
さ
な
鉄
工
所
。
機
械

マ
シ
ン

油ゆ

が
匂

う
古
び
た
作
業
場
で
、
経
営
者

の
花
田
文ふ

み

男お

さ
ん

は
弟
の

和か
ず

美み

さ
ん

と
二
人
、
旋
盤

や
ボ
ー
ル
盤
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。

◆
特
殊
な
合
金
を
使
っ
て

花
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
そ
の

仕
事
を
受
け
た
の
は
昭
和
六
十

二
年
初
頭
、
四
十
八
歳
の
時
で

し
た
。
手
が
け
た
の
は
ロ
ケ
ッ

ト
の

燃
料
噴
射
弁べ

ん

体た
い

。
つ

ま
り
、
発
射
時
に
噴
射
さ
れ
る

燃
料
の
流
れ
の
方
向
を
調
節
・

誘
導
す
る
部
品
で
し
た
。

提
供
さ
れ
た
材
料
は

モ
ネ

ル

と
い
う
金
属
のか

塊た
ま

。り

鉄
や

ス
テ
ン
レ
ス
よ
り
遥
か
に
軽
い

が
、
チ
タ
ン
よ
り
は
重
く
、
超

高
熱
や
超
高
振
動
に
も
耐
え
得

る
特
殊
な
合
金
で
し
た
。
大
き

さ
は
縦
横
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ

ー
か
ら
海
洋
観
測
衛
星

も
も

１
号

を
打
ち
上
げ
た
の
は
、

そ
の
七
号
機
で
し
た
。
全
長
三

五
・
三
六

、
外
径
二
・
四
四

、重
量
は
一
三
五
・
二
（
人

工
衛
星
を
含
ま
ず
）

。

こ
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
ロ

ケ
ッ
ト
の

部
品
を
つ
く
っ
た

な
ど
の
目
的
を
持
つ
八
機
の
人

工
衛
星
の
打
ち
上
げ
を
担に

な

い
ま

し
た
。
そ
の
最
後
を
飾
っ
て
昭

和
六
十
二
年
二
月
十
九
日
、
鹿

児
島
県
の
種た

ね

子が

島し
ま

宇
宙
セ
ン
タ

そ
の
名
は

ロ
ケ
ッ

ト

。
米
国
の
デ
ル
タ
ロ
ケ
ッ

ト
の
技
術
を
導
入
し
て
開
発
さ

れ
た
三
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
昭

和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
か

ら
の
六
年
間
に
技
術
試
験
・
通

信
・
放
送
・
気
象
・
地
球
観
測

ロケット部品の製
作に使った旋盤を
扱う花田さん。失
敗時のリスクを考
えたら今でもゾッ
とするわ（笑）

精
密
部
品
加
工

精
密
部
品
加
工

花
田
工
作
所

花
田
文
男
さ
ん

（
波
除
２
、

歳
）

上上

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
製
作
当
時
の
技

術
が
今
に
生
き
る
精
密
加
工
部

品
（
写
真
は
シ
ャ
フ
ト
受
け
）

▲

●
三
先
出
身
の
歌
手
・
香
西
か

お
り
さ
ん

今
年
は
歌
手
生
活

二
十
五
周
年
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
被
災
地
支
援
を
継
続

二
十
五
周
年
記
念
シ
ン
グ
ル
第

二
弾

酒
の
や
ど

好
評
発
売

中

七
月
十
四
日
（
土
）
十
九

時
か
ら
吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー
で

開
催
の

第
四
十
三
回
吹
田
ま

つ
り
２
０
１
２
ハ
ー
ト
フ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
の
夕
べ

出
演
予
定

（
二
千
円
、
全
席
自
由
、

六

三
八
四

二
一
四
五
事
務
局
）

か
お
り
倶く

楽ら

部ぶ

は
夕
凪
一

一
一

一
八
。

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

六
月
十
七
日

（
日
）じ

杖ょ
う

道ど
う

大
阪
大
会
に
出
場

予
定

毎
週
水
・
土
曜
十
八
時

半

二
十
時
半
に
弁
天
道
場

（
市
岡
元
町

ガ
ー
ド
下
）

で
杖
道
な
ど
の
練
習
生
と
共
に

稽け
い

古こ

目
の
不
自
由
な
人
に

盲
導
犬
を
と
毎
年
恒
例
の
盲

導
犬
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

第

十
八
回
の
開
催
日
が
九
月
三
十

日
（
日
）
に
決
定

男
の
夢

十
二
代

人
生
荒こ

う

野や

好
評
。

共
に
歌
謡
界
の
大
御
所
・
安
藤

実さ
ね

親ち
か

作
曲
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
購
入
可
。
有
線
リ
ク
エ
ス
ト

は

男
の
夢
十
二
代

六

五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
港
南
中
学
校
出
身
の
歌
手
・

川
奈
ル
ミ
さ
ん

六
月
十
七
日

（
日
）
東
京
・
銀
座
の
銀
座
タ

ク
ト
で

川
奈
ル
ミ
・
ラ
イ
ブ

ラ
テ
ン

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ

開
催

七
月
十
日
（
火
）
東
京

・
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
の
ラ
ド
ン

ナ
で
開
催
の

三み

善よ
し

英え
い

史じ

デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー

に
ゲ
ス
ト
出
演

七
月
十
五
日
（
日
）
高
槻
市

立
セ
ン
タ
ー
（
高
槻
市
桃
園
町

二

一
）
で
開
催
の

優ゆ
う

歌
謡

ス
ク
ー
ル
発
表
会

に
十
七
時

ご
ろ
出
演

シ
ン
グ
ル

愛
に

つ
な
が
れ
て

今
を
と
め
な

い
で

と
ア
ル
バ
ム

愛
の
詩う

た

好
評
発
売
中
。

〇
三

五

三
九
七

六
七
六
七

朝
月
。

香西かおりさん

藤かほりさん

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

毎
週
火
曜
十
七
時

半
と
土
曜
十
四
時
半
か
ら
ベ
イ

コ
ム

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ミ
カ

リ
ン
の
大
坂
歌
絵
巻

放
送
中

六
月
二
十
五
日

通
天
閣
歌

謡
劇
場
（
毎
月
曜
正
午
と
十
四

時
五
十
分
、
千
五
百
円
、
入
替

な
し
）
出
演

六
月
二
十
九
日

（
金
）
十
九
時
半
心
斎
橋
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
で
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
（
チ

ャ
ー
ジ
二
千
円
）

八
月
二
日

（
木
）
十
九
時
か
ら
大
丸
心
斎

橋
劇
場
で

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
（
前
売
券
二
千
円
発
売
中
、

８
面
に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

六
五
七
六

六
六
五
三
オ
フ

ィ
ス

。

青木美香子さん

川奈ルミさん

戦
う
兵
隊
』な
ど
好
評
博
す

戦
ふう

兵
隊

な
ど
の
作
品

で
知
ら
れ
る
反
戦
平
和
の
映
画

人
・
亀
井
文ふ

み

夫お

（
一
九
〇
八

一
九
八
六
）
の
人
生
と
思
想
を

劇
化
し
た
二
作
品
が
五
月
に
石

炭
倉
庫
（
波
除
）
で
上
演
さ
れ
、

好
評
で
し
た
。

綾あ
や

羽は

一か
ず

紀き

一

周
忌き

追
悼
公
演

と
題
し
、
昨

年
亡
く
な
っ
た
作
家
・
綾
羽
一

紀
さ
ん
の
作
品
を
あ
ん
が
い
お

ま
る
さ
ん
が
演
出
、
あ
ん
が
い

お
ま
る
一
座
が
演
じ
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
で
逮
捕
投
獄

亀
井
文
夫
は
明
治
四
十
一
年

福
島
県
に
生
ま
れ
、
画
家
を
志

し
ま
す
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
で
観み

た
映
画
に
感
動
し
、
映

画
監
督
を
決
意
し
ま
す
。
戦
時

中
、
陸
軍
の
依
頼
で

戦
ふ
兵

隊

を
作
り
ま
し
た
が
、
武ぶ

漢か
ん

作
戦
の
記
録
映
画
に
映
っ
て
い

た
の
は
美
し
い
自
然
や
中
国
農

民
の
不
安
な
表
情
、
そ
れ
に
疲

れ
た
兵
隊
た
ち
。
戦
意
高
揚
の

画
面
は
な
く
、
結
果
、
治
安
維

持
法
で
逮
捕
投
獄
さ
れ
ま
す
。

戦
後
は

日
本
の
悲
劇

で

戦
争
責
任
を
追
及
。『
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た

で
は
被
爆
者
の

十
年
後
を
追
い
ま
し
た
。『
戦
争

と
平
和

を
山
本
薩さ

つ

夫お

と
共
同

監
督
し
た
後
、
戦
車
や
飛
行
機

が
東
宝
の
労
働
争
議
を
鎮
圧
。

暴
力
で
文
化
は
滅
び
な
い

の
言
葉
を
残
し
、
映
画
を
去
り

ま
す
。
晩
年
は
骨こ

っ

董と
う

屋
と
し
て

余
生
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
後
に
彼
本
来
の
優
し
さ
が
集

約
さ
れ
た
よ
う
な
生
き
物
讃
歌

の
映
画

ト
リ
・
ム
シ
・
サ
カ

ナ
の
子
守
唄
を
遺の

こ

し
ま
し
た
。

優
し
さ
の
ル
ー
ツ
た
ど
る

二
作
品
は
、
こ
う
し
た
亀
井

の
生
き
ざ
ま
を
、フ

虚ィ
ク

構シ
ョ

をン

交
え

て
追
っ
た
も
の
で
し
た
。

戦
う
兵
隊

で
は
軍
人
（
陸

軍
報
道
部
長
）
と
新
聞
記
者
の

眼
か
ら
亀
井
の
反
戦
思
想
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。
映
画

戦
ふ
兵
隊

の
挿
入
が
効
果

的
で
、
左さ

遷せ
ん

さ
れ
、
息
子
を
戦

映
画
人
・
亀
井
文
夫
の
生
き
ざ
ま
と
思
想
を
浮
き
彫
り
に
し
た

芝
居
の
一
場
面
（
上
は『
戦
う
兵
隊
』、
下
は『
骨
董
屋
主
人
』）

地
で
失
っ
た
軍
人
の
内
面
の
葛か

っ

藤と
う

が
、
戦
争
の
矛
盾
を
一
層
浮

き
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
記

者
と
軍
人
が
浜
辺
で
故ふ

る

郷さ
と

を

歌
う
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
、
作
者

の
平
和
へ
の
想
い
が
凝
縮
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

『
骨
董
屋
主
人
』で
は
晩
年
の

亀
井
を
女
性
雑
誌
記
者
が
取
材

す
る
形
で
彼
の
優
し
さ
の
源ル

ー

流ツ

が
辿た

ど

ら
れ
ま
し
た
。
映
画
作
り

を
共
に
し
た
元
女
優
の
老
婆
と

の
再
会
。記
者
の
率
直
な
質
問
。

そ
れ
ら
に
眠
り
を
覚
ま
さ
れ
か

の
た
よ
う
に
生
き
物
讃
歌
の
映

画
を
決
意
す
る
ラ
ス
ト
は
、
閉へ

い

塞そ
く

社
会
の
向
こ
う
に
見
え
る
作

者
の
希
望
を
表
現
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
各
役
者
の
落
ち
着

い
た
演
技
、
美
し
い
古
典
音
楽

は
、
亀
井
晩
年
の
静
け
さ
を
一

層
深
く
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

◇

■
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

季

節
は
ず
れ
の
花

長
屋
を
舞

台
に
元
漫
才
師
の
長
老
を
中
心

に
展
開
さ
れ
る
涙
と
笑
い
の
人

情
喜
劇
。原
作
は
難な

ん

波ば

利と
し

三ぞ
う

遅

れ
咲
き

。
故
綾
羽
一
紀
脚
本
、

あ
ん
が
い
お
ま
る
演
出
。
六
月

三
十
日
（
土
）
十
四
時
、
七
月

一
日
（
日
）
十
一
時
、
十
四
時

の
三
回
。
前
売
千
八
百
円
、
当

日
二
千
三
百
円
。
問
合
せ
・
申

込
み
は
会
場
の
石
炭
倉
庫
（
波

除
六

五

一
八
、

弁
天

町
か
ら
国
道
四
三
号
を
北
進
、

安
治
川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
。

六
五
八
一
・
〇
六
六
四
）へ
。
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